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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　６月　２５日　（金）
司会者　橋本　彩花　　記録　池田　真希子　　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。
＜連絡事項＞

· 6/29（火）8：30～17：00、中庭のガーデンライト取り付け工事があります。

南Bユニットのスタッフオフィスにガーデンライト用のスイッチをつけるとのこと。

　カンファレンス中は作業は行わず、17:00前には終了するそうです。ご協力宜しくお願いします。
　中庭のドア、風除室の工事は終了しており、ドアは共通3の鍵で開きます。

花壇は来週までに完成予定です。完成後プログラムでトマトを植えたり、七夕飾りを行っていく予定です。

· 今回の勤務表ですが、遅番等の漏れが多く調整し記載していますので、各自確認して下さい。

· 車イスの修理伝票を出しています。車椅子は介護訓練室に保管しています。

＜患者様連絡事項＞

· 高森　清八様～臨時薬3日分と、点滴継続処方となっています。

　　　　　　　　本日昼より試しで粥ミキサー、全トロミ食開始の指示あり。摂取状況に問題がないことを主治医へ情報提供したところ、本日夕より食事再開となりました。摂取状況と、腹部の状態観察していきましょう。

＜退院調整検討＞

5月に向山様、谷内様、慶長様の3名が介護認定調査受けていますが、結果についてはまだ連絡がありません。担当は御家族へ連絡し、確認していきましょう。今後の退院調整候補として、以下の方々があがっています。

島脇　てる様・・・現在南山苑申し込み中

柴葉　雪雄様・・・介護度4。現在65歳で若く、体力もあることから施設入所はまだ無理との判断、保留としています。

坂本　良雄様・・・現在69歳、認定調査はまだ受けていない状態。介護保険申請を御家族へ勧めていきましょう。施設だけではなく、グループホームも可能と考えられることから、どちらも視野に入れ御家族へ働きかけていきましょう。

＜食事形態変更＞

· 西沢　久様～先日常食へ変更となっています。摂取状況は問題ありません。

· 和田　敦子様～現在粥・キザミ食ですが食べこぼしが多く、口腔内の食物残渣も見ら

れます。歯磨きの際は見守り、介入していきましょう。

· 永洞　恭子様～先日の熱発後より「お腹いっぱい」「食事量が多い」と訴え聞かれ残食

見られています。他の身体不調は見られないことから、暑さからくる食欲低下と考え、口あたりの良い物を提供し様子を見ていくこととしています（プリン等）。御家族の面会が2回／月程あることから差し入れに頼むことも案として挙がっています。検討していきましょう。

· 北山　和子様～体重が6ヶ月で6kg増。下肢の浮腫も出てきています。体重増加傾向

だが、検査データが良くないことからアイソジェンを続けていましたが、データの改善は無く体重のみ増えている状態です。今後アイソジェンを続けていくか、補食を行っていくか今後について担当は検討していきましょう。

· 慶長　節子様～体重増加傾向です。御家族の差し入れも甘いものが多く、カロリーの

過剰摂取と考えられますが、御家族は好きな物を食べさせたいとの意向を持っています。今後も増加が続くようであれば食事の調整も視野に入れ検討していきましょう。

※「介護保険について」勉強会を実施しています。

【勉強会】

「介護保険について」

○介護保険の仕組み

　　　介護保険制度は私達の住む八戸市が保険者となって運営します。40歳以上の人が被保険者（加入者）となって保険料を負担し、介護が必要とされた時には、費用の一部（原則として1割）を支払って介護サービスを利用する仕組みとなっています。

　　

○被保険者の種類

　　　第1号被保険者・・・65歳以上の人

　　　　　　　　　　　　　介護や支援が必要と認定された場合にサービスを利用できます。

　　　第2号被保険者・・・国民健康保険や職場の医療保険に加入している40歳以上65歳未満

　　　　　　　　　　　　　老化が原因とされる病気（特定疾病16種）により、介護や支援が必要とされた場合にされた場合にサービスを利用できます。

※交通事故などが原因の場合は介護保険ではなく障害者福祉対策などの対象となります。

　

○保険証の交付

　　　65歳になった人（第1号被保険者）には八戸市から水色の介護保険被保険者証（保険証）が交付されます。

　　　40歳以上65歳未満（第2号被保険者）は要介護認定の申請をして認定結果が出た場合などに交付されます。

○保険証の使用時期

1 要介護認定を申請するとき

　　　　　申請書に添付して介護保険課または南郷区役所市民生活課の窓口に申請します。

2 認定結果が通知されるとき

　　　　　認定された要介護状態区分やサービスの利用限度額などが記載され返送されます。

3 介護サービスを利用するとき

　　　　　サービス事業者に提示します。

○要介護認定の申請のしかた

　　　介護保険のサービスを利用する為にはまず申請をして下さい。サービスを利用する為には介護が必要であると認定されることが必要です。窓口に申請すると調査・審査を経て必要な介護の度合い（要介護状態区分）が決まります。申請から認定の通知までは原則として30日以内となっています。

○申請（手続き）

　　　要介護認定申請書に介護保険の保険証を添えて窓口に申請します。ハンコも持参ください。本人又は家族が申請するか、地域包括支援センターや指定居宅介護支援事業者などに代行してもらいます。

○訪問調査

　　　介護を必要とする人の心身の状況などを調べる為に市の職員や市から依頼を受けた介護支援専門員が家庭を訪問します。訪問調査票（全国共通）の記入を受けます。

　　　コンピューター判定、特記事項、医師の意見書をもとに専門家により二次判定が行われます。

○認定結果

　　　判定に基づき市が要介護状態区分を認定、通知します。認定結果通知書と認定結果が記載された保険証が郵送されます。

　　　要介護状態区分は以下の通りです。

　　　

要支援1・・・基本的な日常生活はほぼ自分で行うことが出来るが、要介護状態にならないよう何らかの支援が必要。

　　　要支援2・・・基本的な日常生活を行う能力がわずかに低下し、何らかの支援が必要。

　　　要介護1・・・立ち上がりや歩行が不安定。排泄、入浴などに一部介助が必要。

　　　要介護2・・・立ち上がりや歩行などが自力では困難。排泄、入浴などで一部又は全体の介助が必要。

　　　要介護3・・・立ち上がりや歩行などが自力では出来ない。排泄、入浴、衣服の着脱などで全体の介助が必要。

　　　要介護4・・・排泄、入浴、衣服の着脱など日常生活に全面的介助が必要。

　　　要介護5・・・意思の伝達が困難。生活全般についての全面的介助が必要。

















































